
 

○中村学園大学教育学部履修細則 

平成23年４月１日 

制定 

(総則) 

第１条 中村学園大学教育学部(以下「本学部」という。)における授業科目の履修は、中村

学園大学学則及び中村学園大学履修規程の定める他は、この細則の定めるところによる。 

(履修方法) 

第２条 学生は、本学部の定める教育課程により、中村学園大学学則別表第５に示す単位を

修得しなければならない。 

２ 教育学部の教育課程において取得できる免許及び資格の組み合わせは次の通りとす 

(1) 幼稚園教諭免許、保育士資格 

(2) 幼稚園教諭免許 

(3) 保育士資格 

(4) 小学校教諭免許、幼稚園教諭免許、特別支援学校教諭免許 

(5) 小学校教諭免許、特別支援学校教諭免許 

(6) 小学校教諭免許、幼稚園教諭免許 

(7) 小学校教諭免許 

３ 免許資格に関する科目について、当該免許資格の申請を行っていない者の履修を制限す

る場合がある。 

４ 免許資格に関する学外実習及び学外実習指導は当該免許資格の申請を行っていない者

は履修できない。 

(1) 学外実習：「小学校教育実習」、「幼稚園教育実習A」、「幼稚園教育実習B」、「保

育所実習A」、「施設実習A」、「保育所・施設実習B」、「介護等体験実習」、「特別

支援学校教育実習」 

(2) 学外実習指導：「小学校教育実習指導」、「幼稚園教育実習指導A」、「幼稚園教育

実習指導B」、「保育所実習指導A」、「施設実習指導A」、「保育所実習指導B」、「施

設実習指導B」、「介護等体験実習指導」、「特別支援学校教育実習指導」 

５ 小学校教諭免許状の取得を希望する者のうち、次の免許法施行規則に定める区分の科目

を履修する場合は、卒業までに区分内の全ての科目を修得しなければならない。 

(1) 図画工作：「基礎造形Ⅰ」、「基礎造形Ⅱ」 

(2) 体育：「体育A」、「体育B」 



 

６ 「小学校教育実習」を履修する者は、「幼稚園教育実習A」及び「幼稚園教育実習指導A」

を履修することはできない。 

７ 小学校教諭免許状の取得を希望する者のうち、「教職実践演習(小・幼)」を履修する者

は、「小学校教育実習」の単位を前年度までに修得済みであり、かつ小学校教諭免許状取

得のために必要な科目を当該年度中に修得する見込みでなければならない。編入、転入学

生については、入学前に所持している教員免許状の種類及び、入学前既修得単位の認定状

況、入学後の履修状況を勘案し、教授会で決定する。 

(履修の上限) 

第３条 本学部で履修科目として履修登録できる単位数の上限を、１年間で49単位とする。

ただし、転入学生及び編入学生については、入学前既修得単位の認定状況及び入学後の履

修状況を勘案し、教授会で決定する。 

(教育実習の履修制限) 

第４条 教育実習を履修しようとする者は、次の各項に掲げる要件を満たさなければ教育実

習を履修することができない。 

２ 教育学部児童幼児教育学科３年次の幼稚園教育実習 

(1) 幼稚園での教育実習を履修しようとする者は、２年次までに開講される免許取得の

ために必要な科目38単位のうち、31単位以上を前年度までに修得していなければならな

い。ただし、「生涯スポーツ論」、「健康・スポーツ科学実習」、「生涯スポーツ実習」

に関しては、免許取得のために必要な単位としては、２単位までしか認められない。 

(2) 前年度までに「理論と実際(保・幼)」「幼稚園保育所体験実習」「人権教育」の単

位を修得していなければならない。 

３ 教育学部児童幼児教育学科４年次の幼稚園教育実習 

幼稚園での教育実習を履修しようとする者は、免許取得のために必要な科目を当該年度

中に修得する見込みがなければならない。 

４ 教育学部児童幼児教育学科の小学校教育実習 

(1) 小学校での教育実習を履修しようとする者は、２年次までに開講される免許取得の

ために必要な科目55単位(介護等体験実習は除く)のうち、44単位以上を前年度まで

に修得していなければならない。ただし、「生涯スポーツ論」、「健康・スポーツ

科学実習」、「生涯スポーツ実習」に関しては、免許取得のために必要な単位とし

ては、２単位までしか認められない。 

 



 

(2) 前年度までに「理論と実際(小)」「授業演習Ⅰ」「人権教育」の単位を修得してい

なければならない。 

５ 教育学部児童幼児教育学科４年次の特別支援学校教育実習 

特別支援学校での教育実習を履修しようとする者は、小学校教諭免許状を取得見込みで

あり、かつ特別支援学校教諭免許取得のために必要な科目を当該年度中に修得する見込み

がなければならない。ただし、その該当者は２年次１月末までに特別支援学校教諭免許状

に関する課程の履修登録を行い、かつ２年次後学期までの総合GPAが2.0以上の者とする。 

６ 編入、転入学生については、入学前既修得単位の認定状況及び入学後の履修状況を勘案

し、教授会で決定する。なお、それらの学生のうち、特別支援学校での教育実習を履修し

ようとする者は、小学校教諭免許状を取得見込みであり、かつ特別支援学校教諭免許取得

のために必要な科目を当該年度中に修得する見込みがなければならない。ただし、その該

当者は編入、転入の年度の１月末までに特別支援学校教諭免許状に関する課程の履修登録

を行い、かつ編入、転入後1年間の総合GPAが2.0以上の者とする。 

(保育所・施設実習の履修制限) 

第５条 保育所・施設実習を履修しようとする者は、次の各項に掲げる要件を満たさなけれ

ば保育所・施設実習を履修することができない。 

２ 教育学部児童幼児教育学科３年次の保育所実習・施設実習 

(1) 「保育所実習A」、「施設実習A」及び「保育所・施設実習B」を履修しようとする者

は、２年次までに開講される資格取得のために必要な科目44単位のうち、36単位以上を

前年度までに修得していなければならない。ただし、「健康・スポーツ科学実習」、「生

涯スポーツ実習」に関しては、資格取得のために必要な科目としては、１単位までしか

認められない。 

(2) 前年度までに「理論と実際(保・幼)」「幼稚園保育所体験実習」「人権教育」の単

位を修得していなければならない。 

３ 編入、転入学生については、入学前既修得単位の認定状況及び入学後の履修状況を勘案

し、教授会で決定する。 

(他の大学又は短期大学における授業科目の単位の授与) 

第６条 学則第20条により履修した他の大学又は短期大学における授業科目について単位

を授与する場合は、本学部の授業科目のうち、全体に係る選択科目の単位とする。ただし、

各系列指定の単位には含めない。 

 



 

(進級要件) 

第７条 本学部において、各年次中に修得すべき単位数は別表第１のとおりとする。 

(他学部履修による授業科目の履修等) 

第８条 他学部履修による授業科目を在学中に履修できる単位数は、通算10単位以内とする。 

２ 授業科目のうち、全体に係る選択科目の単位とする。ただし、各系列指定の単位には含

めない。 

３ 履修時期は、２年次以降とする。 

４ 他学部履修によって履修できる授業科目は別に定める。 

(単位互換による授業科目の履修等) 

第９条 単位互換による授業科目を在学中に履修できる単位数は、前条第１項により履修し

た単位と合わせて通算10単位以内とする。 

２ 本学部で開設する授業科目に相当するとみなされる授業科目の単位とする。 

３ 単位互換によって履修できる授業科目は別に定める。 

（カリキュラム・ポリシーに定める審査基準） 

第10条 本学部の教育課程の編成及び実施に関する方針(カリキュラム・ポリシー)に定める

審査基準は、次の各号のとおりとする。 

(1)  卒業研究の評価は、別表第２に示す「教育学部卒業研究審査基準」に従って行う。 

(2)  付属幼稚園実習及び学外実習の履修資格審査は、別表第３に示す「実習資格審査基

準」に従って行う。 

 

附 則 

１ この細則は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 令和７年３月31日に在学する者(以下、在学者という。)及び令和７年４月１日以降にお

いて在学者の属する年次に編入学、転入学又は再入学する者については、第５条６を除き

従前の細則を適用する。 

 

 

 

 

 

 



 

別表第１（第７条関係） 

  修得すべき単位数 

１年次 30単位以上 

２年次 １年次からの累積60単位以上 

３年次 １年次からの累積90単位以上 

ただし、特別支援教育に関する授業科目はこれに含めない。 

なお、編入学生には、本条項を適用しない。 

 

別表第２（第10条(1)関係） 

１．指導・評価 

卒業研究の指導・評価は卒業研究の指導教員が公正、客観的に実施し、学位水準の維持

に努める。 

２．卒業研究の要件 

教育学部卒業研究作成・提出要領に従って、論文を作成・提出し、卒業研究発表会にて

発表を行うこと。 

３．評価の観点 

卒業研究の評価は次の各項の観点に従う。 

① 研究の意義、問題提示、目的の明確さ 

② 先行研究の整理と適切な引用 

③ 研究の題目、構成の適切さ 

④ 論証・検証の手続きの妥当性 

⑤ データや資料の整理・分析の適切さ 

⑥ 目的に対する論旨、結論の整合性と一貫性 

⑦ 人権への配慮、研究倫理の遵守 

⑧ 教育学部卒業研究作成・提出要領の遵守 

⑨ 卒業研究発表会における発表と質問への的確な回答 

 

 

 

 

 



 

別表第３（第10条(2)関係） 

１．目的 

この基準は、細則第5条「教育実習の履修制限」と第6条「保育所・施設実習の履修制限」

に定める項目の他に、小学校教育実習、幼稚園教育実習、特別支援学校教育実習、介護等

体験実習、保育所実習、施設実習に関し必要な事項を定めるものである。 

２．実習の要件 

実習を履修しようとする者で、次の各項の条件に一つでも該当する場合、実習を認めな

いことがある。 

① 感染のおそれのある疾病が認められた場合。 

② 実習指導(オリエンテーションを含む)の授業を無断で遅刻または欠席した場合。 

③ その他、実習が困難と認められた場合。 

３．実習の中止 

実習中において、実習生としてふさわしくない行為があった場合、または実習継続が困

難と認められた場合は、実習を中止することがある。 

４．実習後の措置 

実習後において、実習生としてふさわしくない行為が確認された場合、実習単位を認定

しないことがある。 

 


